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平
成
三
十
年
一
月
五
日
に
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
新
年
挨
拶
会
が
行
わ
れ
、
役
職
員
及

び
従
業
員
を
は
じ
め
、
御
来
賓
と
し
て
森
町
長 

太
田
康
雄
氏
の
御
出
席
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

森
町
長
太
田
康
雄
氏
が
祝
辞
で『 

今
年
か
ら
大
河
内
町
有
林
で
切
捨
間
伐
か
ら
搬
出
間
伐
に

し
て
森
町
産
材(

Ｆ
Ｓ
Ｃ)

の
活
用
を
成
功
さ
せ
た
い
。
森
町
の
森
林
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

森
林
組
合
に
大
い
に
期
待
す
る
』と
激
励
の
御
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

年頭の挨拶をする甚沢万之助組合長 

 

祝辞を述べる太田康雄森町長 

年
頭
挨
拶 

 

代
表
理
事
組
合
長 

甚
沢
万
之
助 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

技
術
職
員
の
皆
さ
ん
が
朝
七
時
半
に
安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
と
き
に
焚
火
を
し
て
暖

を
と
り
ま
す
が
、
薪
を
割
る
の
に
斧
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
斧
を
見
る
と
表
側
に
四
本
、
裏

側
に
三
本
の
筋
が
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
意
味
は
一
本
目
は

土
・
二
本
目
は
水
・
三
本
目
は
火
・
四
本
目
は
空
気
を
表
し
て
い
ま
す
。
反
対
の
三
本
は
御
神

酒
を
表
し
ま
す
。
斧
で
木
を
伐
り
倒
す
と
い
う
こ
と
は
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
安
全
を
祈
る

為
、
斧
に
託
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
私
た
ち
は
山
の
恵
み
に
感
謝
す
る
と
共
に
道

具
に
も
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

『
神
社
を
知
れ
ば
日
本
が
分
か
る
』
山
の
神
は
「
生
産
」
を
司
る
神
様
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
祖
先
は
猪
・
鹿
等
の
獲
物
や
樹
木
・
薬
草
、
銅
や
鉄
な
ど
の
鉱
物
資
源
、
田
を
潤
わ
す

水
に
至
る
ま
で
、
山
か
ら
も
た
さ
れ
る
恵
は
全
て
山
の
神
様
の
お
か
げ
で
あ
る
と
考
え
感
謝
と

祈
り
を
捧
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
田
の
神
と
山
の
神
は
同
じ
神
様
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
、
山

の
神
は
春
に
な
る
と
人
里
に
下
り
て
田
の
神
と
な
っ
て
稲
を
守
り
豊
穣
を
も
た
ら
し
、
秋
に
収

穫
が
終
わ
る
と
山
に
帰
り
、
私
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
我
々
日
本
人
は
山
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
の
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
「
小
国
神
社
発
行
の
玉
垂
よ
り
引
用
」 

昨
年
は
森
町
の
林
業
界
に
と
っ
て
明
る
い
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
①
三
月
に
森

林
認
証(

Ｆ
Ｓ
Ｃ)

を
取
得
②
大
日
山
金
剛
院
・
森
町
森
林
組
合
・
森
町
の
三
者
に
よ
る
大
河
内

町
有
林
の
森
林
経
営
基
本
協
定
の
締
結
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
搬
出
間
伐
が
で
き
且
つ
森
林
認
証

材(

Ｆ
Ｓ
Ｃ)

と
し
て
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
三
十
年
も
大
き
な
動
き
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
目
の
前
の
現
実
の
厳
し
さ
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
希
望
を
失
わ
ず
安
全
で
事
故
無
き
こ
と
を
願
い
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
に
森
町
役
場
に
於
い
て『 

森

町
有
林
整
備
及
び
経
営
に
関
す
る
基
本
協
定
書
』
の
締
結
式
が
大
日

山
金
剛
院
・
森
町
森
林
組
合
・
森
町
の
三
者
の
出
席
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。 

写真右側より 大日山金剛院 弦元昌幸住職 
太田康雄森町長・甚沢万之助組合長協定書にサインする代表者 

 

大日山金剛院 弦元住職を中心に歓談する

こ
の
基
本
協
定
は
、
土
地
所

有
者
で
あ
る
大
日
山
金
剛
院
・

地
上
権
者
の
森
町
・
受
託
者
の

森
町
森
林
組
合
が
森
町
三
倉
地

区
に
あ
る
大
河
内
町
有
林(

分
収

林)

を
平
成
三
十
三
年
三
月
末
日

ま
で
整
備
及
び
森
林
経
営
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

大
河
内
町
有
林
で
は
今
ま
で

切
捨
間
伐
を
行
い
、
現
在
で
は

森
林
資
源
が
成
熟
さ
れ
た
伐
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
協
定
期
間
内
に

間
伐
材
を
搬
出
す
る
利
用
間
伐

を
中
心
に
森
林
整
備
を
進
め
て

い
く
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
森
町
森
林
組
合
が
森
林
経
営
計
画
を
樹
立
し
て
い
る
大
日

山
団
地
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
平
成
三
十
年
一
月
十
六
日
よ
り
大

日
山
団
地
へ
の
編
入
。
併
せ
て
二
月
頃
よ
り
森
林
認
証
林(

Ｆ
Ｓ
Ｃ)

と
し
て
加
わ
り
ま
す
。
搬
出
さ
れ
る
間
伐
材
は
森
林
認
証
材
と
し
て

森
町
産
材
の
利
活
用
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

《
協
定
対
象
森
林
》 

・
森
町
三
倉
字
ヒ
カ
ゲ
山
外 

・
四
十
六
㌶ 

《
整
備
計
画
内
容
》 

・
間
伐
面
積 

二
十
㌶ 

・
搬
出
材
積 

千
五
百
㎥ 

・
作
業
道
開
設 

四
千
二
百
㍍ 
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す ぎ 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 中 値 1 本当たり

単価(円) 摘   要 

3m 
14 9,000 円 531 円 柱目 3.5 寸取 

16～18 12,000 円 1,044 円 柱目 4 寸取 
20～ 12,000 円 1,584 円 中目 

4m 

14 8,000 円 624 円 桁目 3.5 寸取 
16～18 10,500 円 1,218 円 桁目 4 寸取 
20～22 13,500 円 2,376 円 中目 
24～28 16,000 円 4,320 円 中目 
30～34 17,000 円 6,970 円 二番玉節小 

6m 16～18 15,000 円 - 通し柱４寸 
20～22 15,000 円 - 通し柱太角 

ひのき 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 中 値 1 本当たり

単価(円) 摘   要 

3m 
14 13,000 円 767 円 柱目 3.5 寸取 

16～18 18,000 円 1,566 円 柱目 4 寸取 
20～ 14,500 円 1,914 円 太角目 

4m 

14 14,000 円 1,092 円 土台目 3.5 寸取 
16～18 17,000 円 1,972 円 土台 4 寸取 
20～22 17,000 円 2,992 円 中目縁甲取 
24～28 17,500 円 4,725 円 中目 
30～34 18,500 円 7,585 円 二番玉節小 

6m 16～18 29,000 円 - 通し柱４寸 
20～22 25,000 円 - 通し柱太角 

三木の森林だより 
～山のことなら何でも森町森林組合に～

 

購買情報 
種駒打ちシーズンが到来！ 
購買担当の奥宮が自信を持って

お勧めするのが、森産業のにく丸(森

290 号)です。全国的に最も多く使用

されている品種であり、乾・生両方で

大活躍する品種で、発生は接種翌年

の 9～11 月にかけてボリューム感のあ

るキノコが発生します。 

￥3,348 円(税込) 1,000 駒入 

森組からお知らせ 
 

●組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が

生じた際には、組合員名簿及び出資

証券の名義変更等が必要となりま

すので、御連絡下さい。 
 

●皆伐の伐採届について 

所有の山林を皆伐するには、毎年

2 月・6 月・9 月・12 月に行う「皆伐面

積の限度の公表」の日から 30 日以内

に伐採許可申請書を知事に提出が必

要となります。 
 

●職員によるブログについて 

静岡県西部(遠州)地域の情報ポー

タルサイト『はまぞう』に組合職員

スタッフブログを公開しています。 

森林環境税 2024 年からスタート 地域森林の整備を図る 
 

自由民主党と公明党は 12 月 14 日に平成 30 年度税制改正大綱を決定し発表した。この中で、昨年

度の大綱で平成 30 年度の税制改正で結論を得る- とされた森林環境税について「個人住民税均等割

りの枠組みを活用して市町村が年額千円を平成 36 年度から徴収することを決定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【一般社団法人 日本林業協会発行 協会報 

  日本林業第 9 巻第 9 号を引用】 
 

【写真は自由民主党ＨＰより引用】 

 

森林環境税実施時期を平成 36 年度としたのは、平成

31 年 10 月に消費税率が 10％に引き上げられる予定で

あることと、東日本大震災を教訓として各地方公共団

体が行う防災対策対応分として平成 35 年度までは個

人住民税均等割りに年額千円が上乗せされていること

に配慮したもの。 
また、市町村分及び都道府県分における各自治体へ

の割り振りについては、50％を私有林人工林面積(林野

率により補正を加える)、20％を林業就業者数、30％を

人口- とす、森林整備にウェイトを置きながらも、徴収

額の多い都市部にも木材利用促進などで配慮した形と

なっている。

 

編集後記･ 
20 年以上元旦に行っている熱田

神宮への初詣。例年では参拝まで

に 1 時間以上並ぶことが当たり前

でしたが、今年は なんと 15 分！ 

こんなに早く参拝できたのは初

めてでした。新年早々、良いスター

トを切ることが出来ました。(笑) 

今年も宜しくお願いしますm(..)m 

森林認証を深く知る 
 

FSC の 10 の原則にもとづき、森林管理計

画書を作成し、それを根拠に森林を管理して

行くことで「持続可能な森林経営・管理」が

実現されます。 
森林管理計画書の中で情報公開という項

目があり、さらにその中にはホームページで

の公開と明記しております。広く森林認証を

認識していただくため、森町森林組合ホーム

ページ上で森林管理計画書の閲覧、取得の経

緯、取得箇所等の掲載を行っております。 
ご興味のある方は是非、森町森林組合ホー

ムページへどうぞ。 

森林整備事業を実施中 
 

 新しい年となり、今年度の森林整備事業も追込み

の時期となりました。工期も迫り毎年「1 月は行っ

てしまう、2 月は逃げてしまう、3 月は去ってしま

う。」そんな気持ちにさせられるところです(笑) 
 今年度の事業量もほぼ確定しました。4 月を迎え

る頃には、皆様に作業終了の報告が出来るよう安全

に事業を進めていきたいと思います。 
 

利用間伐事業 

・合板製材生産性強化対策事業 

間伐 41.57ha 作業道 7,420m 搬出量 2,500 ㎥ 

・森林環境保全直接支援事業 

間伐 20.95ha 作業道 2,934m 搬出量 1,851 ㎥ 

 

 

 

 

 

保育間伐事業 

・森林環境保全直接支援事業（保育間伐）2.0ha 

・治山(奥地保安林)事業（本数調整伐）17.52ha 

・森の力再生事業 50.01ha 

 

 

 

 
 


